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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

第
18
回
佐
賀
市
高
齢
者
趣
味
の
作
品
展

１
４
７
点
の
個
性
が
集
う

１
４
７
点
の
個
性
が
集
う

　

令
和
5
年
度
の
佐
賀
市

高
齢
者
趣
味
の
作
品
展
が

佐
賀
市
立
図
書
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
の
募
集
を
８
月
１

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
と

し
て
行
い
ま
し
た
。
11
月

21
日
（
火
）
作
品
の
搬
入

と
審
査
。
翌
22
日
に
展
示

作
業
と
し
て
作
品
の
飾
り

つ
け
。
23
日
か
ら
28
日
ま

で
（
27
日
は
休
館
日
）
5

日
間
、展
示
会
。29
日（
水
）

表
彰
式
を
行
い
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

今
年
の
参
加
は
絵
画
16

点
、
写
真
７
点
、
書
23
点
、

手
芸
97
点
、
工
芸
４
点
の

合
計
１
４
７
点
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
見
事
な
作
品
ば

か
り
で
あ
り
ま
し
た
。

◆最優秀賞
絵　画　　中島　雄次　
写　真　　北島　敏郎　　
　書　　　八谷　初美　　
手　芸　　西田　千鶴子　他1名
工　芸　　田中　啓夫　　

◆優秀賞
絵　画　　徳永　眞里子　
写　真　　永目　澄　　　
　書　　　山田　壽子　　
　書　　　古賀　昭子
手　芸　　池田　敬子　　
手　芸　　大隈　道子　　
手　芸　　大久保キミエ　
工　芸　　倉富　順次　　

◆努力賞
絵　画　　園田　泰明　　
絵　画　　香月　正子　　
写　真　　眞﨑　信裕　　
　書　　　真崎　重子　　
　書　　　山下　照子　　
手　芸　　菖蒲ツタエ　　
手　芸　　森田アヤ子　　
工　芸　　内田　百代　　

◆最高齢者賞
絵　画　　鶴田　短郎　　90歳
写　真　　江頭　多盛　　90歳
　書　　　案田美津子　　92歳
手　芸　　向井　邦和　　95歳
工　芸　　鶴丸　コマ　　101歳

◆佐賀市老人クラブ会長賞
手　芸　　川副　明子　　他10名

◆佐賀市社会福祉協議会会長賞
手　芸　　永渕ヒロ子　　他2名

（敬称略）受賞者一覧
【
最
優
秀
賞

【
最
優
秀
賞
】】
工
芸
の
部

工
芸
の
部

田
中
　
啓
夫
　

田
中
　
啓
夫
　
7878
歳歳

【最優秀賞【最優秀賞】】書の部書の部
　八谷　初美　78 歳　八谷　初美　78 歳

【最優秀賞【最優秀賞】】写真の部写真の部
北島　敏郎　77 歳北島　敏郎　77 歳

【
最
優
秀
賞

【
最
優
秀
賞
】】
手
芸
の
部

手
芸
の
部

西
田
　
千
鶴
子
　
他

西
田
　
千
鶴
子
　
他
11
名名

【
最
優
秀
賞

【
最
優
秀
賞
】】
絵
画
の
部

絵
画
の
部

中
島
　
雄
次

中
島
　
雄
次
7676
歳歳



佐 賀 市 老 連 第106号（2）令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
５
年
度
の
佐
賀
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
行
事
も
ほ
ぼ

終
了
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は

ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
令
和
５
年
５
月
８
日

か
ら
２
類
相
当
が
５
類
へ
と
変

更
と
な
り
、
以
前
の
よ
う
に
完
全

で
は
無
い
で
す
が
、
活
動
が
や
り

や
す
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
２
０
２
４
年
で
佐
賀

県
で
は
国
ス
ポ
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
の

国
体
（
国
民
体
育
大
会
）
で
あ
り

ま
す
。
前
回
は
昭
和
51
年
に
佐
賀

県
で
開
催
さ
れ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
が
、
48
年
振
り
の
佐
賀
県
開

催
で
あ
り
ま
す
。
全
国
か
ら
佐
賀

県
に
お
出
で
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
佐
賀
県
民
の
一
人
と

し
て
精
一
杯
の
歓
迎
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
少
子
高
齢

化
の
傾
向
は
一
段
と
強
ま
り
、

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
に
到
達
す
る
こ
と

で
、
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢

者
人
口
は
増
え
て
い
る
の
に
か

か
わ
ら
ず
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
何
と

か
し
て
会
員
を
増
や
す
努
力
が

必
要
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に

は
、
ま
ず
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

知
っ
て
頂
く
必
要
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ
の
役
員
の

皆
様
方
が
未
加
入
者
に
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
紹
介
し
て
お
試

し
で
も
良
い
の
で
一
度
は
参
加

し
て
頂
く
よ
う
に
説
明
し
て
一

緒
に
仲
間
と
し
て
活
動
を
御
願

い
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
や

役
員
の
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
若
い
人
が
老
人
ク

ラ
ブ
に
加
入
し
て
頂
き
、
新
し
い

ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
て
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

終
戦
か
ら
早
、
79
年
目
と
な

り
、
戦
後
生
ま
れ
の
人
が
後
期
高

齢
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
人

生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
戦
後
生
ま
れ
の
人
は

１
０
０
歳
ま
で
、
後
25
年
も
あ
り

ま
す
。
２
０
２
３
年
７
月
に
平
均

寿
命
が
出
ま
し
た
が
、
男
性
81
・・

05
歳
、
女
性
87
・・
09
歳
と
あ
り
ま

し
た
。
現
在
75
歳
の
人
の
平
均
余

命
は
87
・・
09
歳
で
約
12
年
は
生

き
て
い
く
事
が
可
能
と
の
こ
と
。

又
、
健
康
寿
命
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
最
近
の
健
康
寿
命

は
男
性
72
・・
68
歳
、
女
性
が
75
・・

38
歳
と
団
塊
の
世
代
で
は
残
り

少
な
く
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
に

は
、
健
康
活
動
が
大
切
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
為
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
て
仲
間
と
一
緒
に
活

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま

す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増

や
す
為
に
も
頑
張
っ
て
会
員
を

増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

古
賀　

一
彦

活
動
を
紹
介
し
て

�

会
員
増
強
へ

《会長あいさつ》

佐賀市老連副会長佐賀市老連副会長
山田　明山田　明

佐賀市老連副会長佐賀市老連副会長
塚本　三男塚本　三男

佐賀市老連副会長佐賀市老連副会長
髙津　万亀代髙津　万亀代

私たちも古賀会長をサポートして
頑張っています。



佐 賀 市 老 連（3）第106号 令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
全
国
に
約

８
万
５
千
団
体
あ
り
、
各
地
で
文
化

活
動
や
運
動
、
社
会
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
全
国
大
会
が
８
日
か
ら
2
日

間
の
日
程
で
、
秋
田
市
で
開
催
さ
れ

た
。
8
日
は
、
各
都
道
府
県
の
代
表

者
な
ど
約
１
4
０
０
人
が
参
加
し
、

活
動
の
成
果
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
式
典
の
後
、
開
催
県
で
あ

る
秋
田
か
ら
活
動
発
表
と
し
て
、

１
９
９
９
年
か
ら
続
く
独
自
の
取
り

組
み
「
老
人
ク
ラ
ブ
文
化
祭
」
が
紹

介
さ
れ
た
。
文
化
祭
は
こ
れ
ま
で
26

回
開
か
れ
て
い
て
、
高
齢
者
の
健
康

管
理
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

能
代
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合

会
「
白
神
の

風
」
で
元
気
よ

く
コ
ー
ラ
ス
に

参
加
し
て
い
る

の
は
、
佐
藤
サ

タ
子
さ
ん
御
年

90
歳
。
若
さ
の

秘
訣
は
コ
ー
ラ

ス
だ
そ
う
だ
。

　
「
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
歌
う
の
は
楽
し
い
。
歌
う

の
は
大
好
き
。
90
歳
や
1
0
0
歳

は
今
は
ど
こ
に
で
も
い
っ
ぱ
い
い

る
。
自
分
で
や
り
た
い
と
思
う
こ
と

を
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
」と
大
気
焔
。

　

こ
の
ほ
か
、
9
つ
の
団
体
が
、
歌・

踊
り
・
演
奏
と
パ
ワ
フ
ル
な
ス
テ
ー

ジ
を
披
露
。劇
を
披
露
し
た
の
は「
由

利
本
荘
老
々
劇
団
」。
会
員
減
少
に

悩
む
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
を
劇
に
し

た
。

　

会
員
の
小
野
崎
一
哉
さ
ん
は
「
現

実
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
人

が
少
な
い
の
で
、
考
え
は
共
有
し
て

い
る
と
思
う
が
、
今
日
の
劇
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
何
と
か
会
員
を
増
や
し

た
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
」
と
話
す
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
は
、
こ
の
文
化
祭
に
刺
激
を

受
け
た
よ
う
で
、
本
県
代
表
と
し
て

参
加
し
た
塚
本
副
会
長
も
「
い
ず
れ

の
ク
ラ
ブ
も
活
気
あ
る
活
動
で
大
変

参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

大
会
２
日
目
の
９
日
は
、
全
国
の

代
表
ク
ラ
ブ
か
ら
活
動
発
表
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

　

そ
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お

い
て
、
西
与
賀
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
」

を
受
賞
し
た
。
ま
す
ま
す
の
活
動
を

期
待
し
て
い
る
。

１
４
０
０
人
が
集
い
活
動
成
果
を
披
露

１
４
０
０
人
が
集
い
活
動
成
果
を
披
露

秋
田
市
に
て
開
幕

第
52
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

第
52
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
11
月
８
日
・
9
日
、
秋
田
市
の
あ
き
た
芸
術
劇
場

ミ
ル
ハ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
約
１
４
０
０
人
が
出
席
。
式
典
で
は
全
国
の
功

労
者
ら
表
彰
の
ほ
か
、
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
活
動
の
成
果
を
披
露
さ
れ
た
。

西与賀校区老連が西与賀校区老連が
優良老人クラブ表彰優良老人クラブ表彰

【2023活動賞】
　令和５年度の全
国老人クラブ連合
会の活動賞として
鍋島校区老連の「医
大長生会」が受賞
しました。
　今後の活躍を期
待しています。



佐 賀 市 老 連 第106号（4）令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
５
年
９
月
６
日
（
水
）
佐
賀

市
民
運
動
広
場
で
令
和
５
年
度
第
18

回
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。

　

26
校
区
老
連
よ
り
選
手
７
名
・
記

録
者
１
名
の
約
２
５
０
名
が
参
加
。

　

本
大
会
の
上
位

８
チ
ー
ム
が
10
月

20
日
に
開
催
さ
れ

る
佐
賀
県
老
連
大

会
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

令
和
５
年
９
月
25

日
（
月
）
ゆ
め
マ
ー

ト
に
お
い
て
今
年
度

の
交
通
安
全
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
佐

賀
市
交
通
対
策
協
議

会
と
共
同
開
催
。
佐

賀
市
老
連
女
性
部
が

作
成
し
た
マ
ス
コ
ッ

ト
と
啓
発
チ
ラ
シ
を

渡
し
、
買
物
に
来
ら

れ
た
人
に
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
と
の
一
声
を
か
け
た
。

　

佐
賀
市
老
連
女
性
部
よ
り
25
名
の
女

性
部
長
が
参
加
し
た
。

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

活

動

紹

介

優　勝　兵庫校区老連　　185打
準優勝　諸富町老連　　　187打
第 3位　南川副校区老連　192打
第 4位　鍋島校区老連　　195打
第 5位　嘉瀬校区老連　　199打
第 6位　巨勢校区老連　　200打
第 7位　金立校区老連　　203打
第 8位　北川副校区老連　204打
以上が佐賀県老連大会へ出場

第 9位　西与賀校区老連　205打
第10位　循誘校区老連　　206打

《 大 会 結 果 》

佐
賀
市
民
運
動
広
場
で
熱
戦

啓
発
と
安
全
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

令和５年度佐賀市老連 役員・理事名簿

役　職 氏　名 校　区
会　長 古賀 　一彦 西川副

副会長
山田 　　明 金　立
塚本 　三男 本　庄
髙津 万亀代 西与賀

常務理事 中野 　公利 北川副

理　事

徳久 　定雄 勧　興
枝永 　一馬 循　誘
内田 　健一 神　野
福井 　章司 赤　松
香月 　久子 西与賀
塚本 　三男 本　庄
末次 　　功 北川副
野口 　正凱 巨　勢
今泉 多美子 蓮　池
御厨 　康司 兵　庫
山田 　　明 金　立
山本 　隆敏 久保泉
尾畑 　勝利 高木瀬
犬尾 　貞秋 鍋　島
北川 　英俊 嘉　瀬
青木 　昭生 新　栄

役　職 氏　名 校　区

理　事

原武 　継成 若　楠
柿内　 紀大 諸　富
副島 　秀雄 大　和
篠原 　大助 富　士
田中 　欽二 三　瀬
竹下 　孝英 南川副
古賀 　一彦 西川副
江口 　善己 中川副
碇　　 和也 東与賀
弥永 　峯雄 久保田

女性理事

髙津 万亀代 西与賀
田中 　富枝 兵　庫
時尾 久美子 嘉　瀬
枝吉 千年世 高木瀬
川副 　明子 新　栄
酒井 トシ子 西川副
村山 栄美子 東与賀

監　事 寺町 　正之 勧　興
釘尾 　勝次 新　栄

事務局長 中野 　公利 北川副
事務局 長尾 由紀子 兵　庫

青空のもと、開催青空のもと、開催



佐 賀 市 老 連（5）第106号 令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
５

年
９
月
28

日
（
木
）
ア

イ
ラ
ン
ド
ヒ

ル
ズ
迎
賓
館

佐
賀
で
令
和

５
年
度
の
女

性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開

催
。

　

各
校
区
老

連
よ
り
３
名

の
女
性
会
員

78
名
と
正
副

会
長
・
事
務
局
５
名
の
計
83
名
が
参
加
。

　

今
年
は
、
佐
賀
大
学
医
学
部
看
護
科

の
室
屋
和
子
氏
が
一
昨
年
佐
賀
市
老
連

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
昨
年
度
に
佐
賀
県

内
老
連
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析

を
行
っ
た
こ
と
の
報
告
を
行
っ
て
頂
い

た
。
そ
の
後
、
６
つ
の
班
に
分
か
れ
討

議
を
行
い
、
班
の
ま
と
め
を
発
表
し
た
。

　

令
和
５
年
10
月
17
日(

火)

佐
賀

市
民
運
動
広
場
で
26
校
区
老
連
中
、

23
校
区
老
連
よ
り
各
２
チ
ー
ム
の

46
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
。

　

Ａ
・
Ｂ
パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
予

選
を
行
い
、
決
勝
戦
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
勝
敗
を
決
め
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も
、

ペ
タ
ン
ク
は
全
体
的
に
普
及
し
て

お
り
楽
し
ん
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

【総合優勝】

【Aパート】
優　

勝　

勧
興
校
区
老
連

準
優
勝　

本
庄
校
区
老
連

第
３
位　

中
川
副
校
区
老
連

第
３
位　

諸
富
町
老
連

第
３
位　

巨
勢
校
区
老
連

第
３
位　

兵
庫
校
区
老
連

【Bパート】
優　

勝　

勧
興
校
区
老
連

準
優
勝　

南
川
副
校
区
老
連

第
３
位　

新
栄
校
区
老
連

第
３
位　

兵
庫
校
区
老
連

第
３
位　

巨
勢
校
区
老
連

第
３
位　

蓮
池
校
区
老
連

勧興校区老連Aチーム

活
発
な
討
議
で
会
場
が

知
恵
の
舞
台
に

女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

多
数
の
参
加
で
盛
り
上
が
る

ペ
タ
ン
ク
大
会

◀佐賀大学医学部
　看護科
　室屋和子 氏

古賀会長▶

選手宣誓選手宣誓上位入賞者の皆さん上位入賞者の皆さん

優
勝
を
目
指
し
ま
す
！

優
勝
を
目
指
し
ま
す
！



佐 賀 市 老 連 第106号（6）令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

兵
庫
校
区
老
連

南
川
副
校
区
老
連

鍋
島
校
区
老
連

嘉
瀬
校
区
老
連

巨
勢
校
区
老
連

金
立
校
区
老
連

北
川
副
校
区
老
連

西
与
賀
校
区
老
連

(

諸
富
町
老
連
が
棄
権
の
た
め
、
急

遽
９
位
の
西
与
賀
校
区
が
参
加)

赤コース
第5位　古賀　勝邦　兵庫老連 35打

黃コース
第5位　藤瀬　次雄　巨勢老連 35打

　

令
和
５
年
10
月
26
日
（
木
）
佐

賀
市
民
運
動
広
場
で
佐
賀
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
佐
賀
県

内
老
連
よ
り
３
６
４
名
が
参
加
。

佐
賀
市
老
連
か
ら
は
佐
賀
市
老
連

Ｇ
Ｇ
大
会
で
上
位
８
チ
ー
ム
の
56

名
が
個
人
戦
で
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

令
和
5
年
10
月
14
日
（
土
）
ア

バ
ン
セ
ホ
ー
ル
で
佐
賀
県
内
市
町

老
連
よ
り
３
０
０
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　

佐
賀
市
老
連
か
ら
は
52
名
が
参

加
し
た
。
佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
と
し
て
、
佐
賀
市

【
佐
賀
市
老
連
か
ら
の
参
加
チ
ー
ム
】

【大会成績】

佐賀県老人クラブリーダー研修会佐賀県老人クラブリーダー研修会

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰

江
頭　

映
子　
　

本
庄
校
区
老
連

雪
竹　

義
治　
　

鍋
島
校
区
老
連

松
尾　

克
巳　
　

久
保
田
町
老
連

山
崎　

清
男　
　

久
保
田
町
老
連

髙
津 

万
亀
代　

西
与
賀
校
区
老
連

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

本
庄
校
区
老
連
西
寺
小
路
元
気
会

　

会
長　

秀
島　

和
敏

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
お
め
で

と
う
御
座
い
ま
す
。

　

勧
興
校
区
老
連
の
徳
久
会
長
よ

り
「
勧
興
校
区
老
連
に
お
け
る
会

員
拡
大
運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
を
発
表
さ
れ
た
。

　

舞
台
発
表
の
部
で
は
佐
賀
市
老

連
の
循
誘
校
区
老
連
が
寸
劇
で
「
偽

水
戸
黄
門　

現
る
」
を
演
じ
大
喝

采
を
受
け
た
。

佐
賀
市
老
連
の
精
鋭
56
名
が
熱
戦

佐
賀
県
老
連
Ｇ
Ｇ
大
会

老
連
よ
り
は
５
名
と
１
団
体
が

表
彰
さ
れ
た
。

　佐賀市の補助を受け 60歳
以上の高齢者を対象として
３カ月間の 23回の開催で文
書 ( ワード )、表計算 ( エク
セル )、インターネットの教
室を開催しています。特に、
老人クラブの会員の方に受
けて頂きたいと思っていま
す。庶務や会計を担当する
方々には是非とも受けて頂
きたいと思っています。3カ
月間で年 4回の開催として
います。午前・午後の教室を
用意していますので是非と
もご利用下さい。

高齢者パソコン教室への高齢者パソコン教室への
ご案内ご案内

輝かしい表彰と寸劇発表輝かしい表彰と寸劇発表

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

活

動

紹

介



佐 賀 市 老 連（7）第106号 令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
５
年

11
月
７
日

（
火
）、
佐
賀

市
民
運
動

広
場
で
交

通
安
全
教

育
Ｇ
Ｇ
大

会
を
佐
賀

市
か
ら
の

委
託
事
業

と
し
て
開

催
。

　

26
校
区
老
連
中
、
25
校
区
老
連

が
参
加
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

競
技
は
通
常
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
第
１
か
ら
第
３
コ
ー
ス

に
交
通
標
識
を
設
置
し
て
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
頂
く

こ
と
で
開
催
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
施
設
訪
問

を
令
和
５
年
11
月
20
日(

月)

川
副
町
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
け
や
き
荘
で
行
い
ま

し
た
。
佐
賀
市
老
連
女
性
理

事
７
名
と
事
務
局
の
８
名
で

訪
問
し
て
、
洗
剤
・
雑
巾
・

タ
オ
ル
等
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
折
、
以
前

の
様
な
慰
問
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
入
所
者
に
心
ば

か
り
の
慰
問
品
を
贈
呈
出
来

た
の
が
何
よ
り
で
し
た
。

　

令
和
５
年

12
月
15
日

（
金
）
佐
賀

勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
で

各
校
区
老
連
よ
り
４
名
と
佐
賀
市

老
連
正
副
会
長
・
体
育
部
理
事
約

１
２
０
名
が
参
加
し
て
①
屋
内
モ

ル
ッ
ク
②
公
式
輪
投
げ
③
い
ご
て

だ
ま
④
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
体
験

し
た
。
各
校
区
老
連
の
リ
ー
ダ
ー

が
地
域
に
普
及
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

25
校
区
老
連
が
参
加
し
た
意
義
深
い
大
会

交
通
安
全
教
育
Ｇ
Ｇ
大
会

優　勝　  南川副校区老連� 190 打
準優勝　  西川副校区老連� 199 打
第 3 位　  巨勢校区老連� 201 打
第 4 位　  大和町老連� 202 打
第 5 位　  中川副校区老連� 204 打
第 6 位　  神野校区老連� 205打
第 6 位　  金立校区老連� 205 打
第 8 位　  久保田町老連� 205 打
第 9 位　  久保泉校区老連� 206 打
第 10 位　諸富町老連� 208 打

【大会結果】

洗
剤
や
タ
オ
ル
の
贈
呈
で
コ
ロ
ナ
禍
に
光
を

施
設
訪
問

初
体
験
の
競
技
に
注
目
集
ま
る

第
２
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

トロフィー授与トロフィー授与



佐 賀 市 老 連 第106号（8）令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

27組が出演！27組が出演！
笑顔あふれる演芸発表笑顔あふれる演芸発表

令和5年度 第18回佐賀市老人クラブ大会

　10月12日（木）、佐賀市文化会館にて第18回佐賀
市老人クラブ大会を開催し、式典の後に演芸発表を行
いました。
　当日は27組が出演。日頃の練習の成果を遺憾なく発
揮し、会場は参加者の熱気と笑顔があふれていました。

面浮立面浮立巨　勢巨　勢

これから音頭これから音頭高木瀬高木瀬

青い山脈青い山脈中川副中川副ミネソタの卵売りミネソタの卵売り西与賀西与賀

佐賀七賢人音頭佐賀七賢人音頭西川副西川副

山　河山　河久保田久保田

東京音頭東京音頭金　立金　立



佐 賀 市 老 連（9）第106号 令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ピンコロ音頭ピンコロ音頭鍋　島鍋　島

いきいきクラブ体操いきいきクラブ体操女性部女性部

寸劇「偽水戸黄門　現る」寸劇「偽水戸黄門　現る」循　誘循　誘

野に咲く花のように野に咲く花のように神　野神　野

青春時代 他青春時代 他久保泉久保泉

桃太郎さん 他桃太郎さん 他兵　庫兵　庫

主人は冷たい土の中に 他主人は冷たい土の中に 他本　庄本　庄



佐 賀 市 老 連 第106号（10）令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

憧れのハワイ航路憧れのハワイ航路嘉　瀬嘉　瀬
今日まで、そして明日から今日まで、そして明日から勧　興勧　興

面浮立面浮立蓮　池蓮　池

憧れのハワイ航路憧れのハワイ航路ほほえみ館カラオケ愛好会ほほえみ館カラオケ愛好会

三瀬音頭三瀬音頭三瀬村三瀬村

犬のおまわりさん 他犬のおまわりさん 他若　楠若　楠

同窓会音頭同窓会音頭北川副北川副

銀座カンカン娘銀座カンカン娘新　栄新　栄



佐 賀 市 老 連（11）第106号 令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

武田節武田節女性部女性部 きよしのソーラン節きよしのソーラン節諸富町諸富町

SAGA 空港音頭SAGA 空港音頭南川副南川副

浪花節だよ人生は浪花節だよ人生は大和町大和町

赤いスイトピー赤いスイトピー赤　松赤　松

九十九里浜九十九里浜東与賀町東与賀町



佐 賀 市 老 連 第106号（12）令和6年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

コ
ロ
ナ
禍
で
諸
富
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
運
動

会
を
し
ば
ら
く
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
10
月
26
日
（
木
）
に
４
年
ぶ
り
に
佐

賀
市
立
諸
富
文
化
体
育
館
ハ
ー
ト
フ
ル
に
て

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
来
賓
の
方
々
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
各
地
区
よ
り
５
０
０
人
以
上

　

日
帰
り
旅
行
は
、
福
寿
会

の
毎
年
の
慣
例
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
２
年
、
３
年
は
コ
ロ
ナ

感
染
で
中
止
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
等
の
５
類
と
な
り
、
今
年
度
も
昨
年
度

に
引
き
続
い
て
実
施
。
昨
年
度
は
杷
木
日
田
方

面
へ
行
き
、
柿
狩
り
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
見
学
、

豆
田
散
策
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
今
回
は

「
海
」。
九
十
九
島
遊
覧
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

日
帰
り
旅
行
は
行
き
先
選
定
に
苦
労
し
ま

す
が
「
福
寿
会
だ
よ
り
８
月
号
」（
毎
月
１
日

に
発
行
す
る
福
寿
会
広
報
紙
）
で
、
会
員
に
希

望
箇
所
を
募
集
。
８
月
の
会
長
会
及
び
理
事
会

に
諮
り
長
崎
観
光
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
旅
行
会
社
2
社
に
見
積
り
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
一
社
か
ら
は
手
一
杯
で
対

応
で
き
な
い
と
辞
退
さ
れ
、
一
社
見
積
り
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
団
体
旅
行
客
が
多
く
、

長
崎
市
内
で
の
食
事
場
所
が
取
れ
な
い
と
の

事
で
、
長
崎
市
内
観
光
は
断
念
し
、
九
十
九
島

遊
覧
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

一
番
気
掛
か
り
な
旅
行
費
用
の
金
額
を
見

る
と
、
想
定
金
額
を
大
幅
に
超
過
。
値
引
き
交

渉
を
行
い
ま
し
た
が
、
諸
物
価
上
昇
の
影
響
を

受
け
、
値
引
き
交
渉
も
思
う
よ
う
に
行
か
ず
、

最
終
的
に
は
不
足
分
は
福
寿
会
か
ら
補
助
す

る
こ
と
に
し
て
、
会
費
６
０
０
０
円
で
参
加
者

45
人
を
募
集
。
予
定
人
数
に
達
す
る
か
不
安
で

し
た
が
、
会
員
の
協
力
も
あ
り
、
募
集
人
員
に

達
し
、
計
画
通
り
実
施
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
、
乗
車
場
所
は
事
前
に
決
め
て
い
た
所

定
の
場
所
か
ら
順
次
乗
車
。
９
時
前
に
は
全
員

が
乗
車
し
、
目
的
地
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

途
中
、
交
通
渋
滞
に
も
遭
わ
ず
予
定
通
り
、
最

初
の
目
的
地
、
九
十
九
島
展
望
台
「
展
海
峰
」

に
到
着
。
こ
こ
は
、
標
高
１
６
５
㍍
の
小
高
い

山
の
頂
上
に
作
ら
れ
た
九
十
九
島
が
一
望
で

き
る
展
望
台
で
、
大
小
様
々
な
島
々
が
点
在
す

る
九
十
九
島
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能
で
き
ま

し
た
。
海
に
浮
か
ぶ
島
々
の
景
色
に
は
言
葉
も

な
い
。
思
い
思
い
に
写
真
に
納
め
る
人
、
景
色

に
見
入
っ
て
い
る
人
、
解
説
し
て
い
る
人
な
ど

な
ど
自
由
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
景
色
を
堪

能
し
、
次
の
目
的
地
へ
。

　

遊
覧
船
で
の
九
十
九
島
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で

す
。
九
十
九
島
の
島
々
を
巡
る
約
50
分
間
の
遊

覧
。
九
十
九
島
遊
覧
船
「
パ
ー
ル
ク
イ
ー
ン
」

に
乗
船
。
定
員
２
８
０
名
。
客
席
は
満
席
。
観

光
客
も
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
隣
の
人
の
会
話
は
韓
国
語
の
よ
う
だ
。

　

客
室
か
ら
は
よ
く
見
え
な
い
の
で
デ
ッ
キ

に
出
る
。少
々
寒
い
が
目
に
入
る
景
色
は
最
高
、

気
分
も
爽
快
。
小
さ
な
島
々
を
縫
う
よ
う
に
進

む
船
か
ら
の
眺
め
は
、
島
の
入
り
江
の
形
、
見

る
角
度
な
ど
で
違
う
景
色
と
な
り
、「
見
飽
き

な
い
と
き
」「
時
間
を
忘
れ
る
と
き
」
の
50
分

を
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ご
し
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、普
段
「
海
」
と
は
縁
が
な
い
生
活
ゆ
え
に
、

船
に
乗
る
こ
と
自
体
が
新
鮮
な
気
分
に
な
り
、

気
分
転
換
に
も
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

旅
行
の
楽
し
さ
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
天

候
が
悪
け
れ
ば
楽
し
さ
も
半
減
し
ま
す
。
今
回

は
雨
に
遭
わ
ず
、
予
定
通
り
終
わ
り
、
旅
行
の

楽
し
さ
を
堪
能
し
、
満
足
の
行
く
思
い
出
深
い

旅
行
に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り

も
良
か
っ
た
の
は
、
事
故
も
な
く
無
事
に
終
え

た
こ
と
で
す
。

校校

区区

活活

動動

紹紹

介介

諸
富
町
老
連

�

会
長
　
柿
内
　
紀
大

健
康
づ
く
り
と
親
睦
を
深
め
る

の
会
員
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
佐
賀
市
老
連
副
会
長
の
山
田

明
様
、
諸
富
支
所
長
の
岩
崎
和
典
様
よ
り
お

祝
い
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、

各
地
区
の
会
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
色
々

な
面
で
の
準
備
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
地
区
に
、
前
日

に
は
各
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

の
備
品
点
検
や
打
合
せ
、
会

場
設
営
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
働
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
27
回
諸
富
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
運
動
会

は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
と
地
区

の
皆
さ
ま
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
大
き
な
目
標
で
す
。
勝
ち
負
け

よ
り
、
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
範

囲
で
楽
し
い
１
日
と
な
る
よ
う
心

が
け
ま
し
た
。
競
技
ス
タ
ー
ト
の

合
図
と
と
も
に
、
大
き
な
歓
声
が

上
が
り
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
青

春
時
代
に
戻
っ
て
腹
の
底
か
ら
笑

い
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

神野校区老連　神野福寿会
� 会長　内田　健一

九十九島遊覧」を満喫
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

Q：老人クラブ会員の減少の原因は？
A：�老人クラブ会員の減少の原因には、新規会員加入率の低さ、高齢化による若手による事業運営の移行の困難、新しい高齢者ニーズとのミスマッ
チなどがあるようです。また、役員の引き受け手がなく、組織が維持できなくなり、解散や休止をしたクラブもあるそうです。一方で、地域社会に
おける「地縁」や「血縁」が高齢者にとって心の支えになっているため、人間関係が閉鎖的でわずらわしいと感じる高齢者が多く、老人クラブへ
の入会意思が低いことも原因の一つとされています。

Q：最近の高齢者の興味のあるものは？
A：�最近の高齢者の興味のあるものについてですね。高齢者に人気の趣味ランキングTOP11によると、第１位は「海外旅行」、第２位は「グルメ・お
酒」、第３位は「カメラ」、第４位は「健康・美容」、第５位は「登山」でした。また、高齢者の流行りとは？シニアマーケティングに欠かせない高齢
者の傾向・関心を徹底調査という記事によると、高齢者は流行に流されにくく、丁寧なコミュニケーションが必要であることが分かっています。

Q：高齢者の生きがいは？
A：�高齢者の生きがいについてですね。『高齢者の生きがいとは　健康長寿ネット ー 長寿科学振興財団』によると、高齢者の生きがいの概念は、「生
きるために見出す意味や価値」と「生きていることに対しての充実感や達成感、満足感といった自分自身に見いだせる肯定的な感情」の二つの
面があるそうです。また、『高齢者の健康に関する意識調査』によると、高齢者が生きがいを感じている時は主に以下の通りです。・孫など家族と
の団らんの時…44.1%・趣味やスポーツに熱中している時・・・33.5%。参考になれば幸いです。

Q：楽しい老後を過ごすためにはどうしたらよいか。
A：�老後を楽しく過ごすためには、以下のポイントがあります。
　•無理をせずにできることを行う　　　•バランスの取れた食生活を送る　　　•適度に運動する　　　•身だしなみを整える
　•前向きに考える　　　　　　　　　　•新しいことを始める　　　　　　　　•夫婦関係を深める
　老後を楽しむためには、自分に合った趣味や活動を見つけることも大切です。例えば、趣味を持つ、ボランティアに参加する、新しい夢に挑戦する
などがあります。老後は、自由な時間が増えるため、現役時代にできなかったことを始めるのも良いでしょう。また、老後は人との交流が減ることが
多いです。周りの人との交流が老後を楽しくするキッカケとなるので、できる範囲で触れ合いを持ってみてはいかがでしょうか。以上の情報が参考
になれば幸いです。
詳細情報:bing.com2　sup.wellness-support.net3　sup.wellness-support.net4　j-longlife.co.jp+1その他

Q：老後の健康管理方法はありますか?
A：�健康寿命を伸ばすためには、以下のような方法があります。
　•喫煙しないこと　　　　　　　　•飲酒を控えること　　　　　　　　　　　　　•年齢に応じたバランスの良い食事を心がけること
　•適正な体重を維持すること　　　•日頃から活発な身体活動を心がけること　　　•心理社会的ストレスを回避すること
　•感染症の予防に努めること　　　•定期的に健診・検診を受けること
　以上の方法を実践することで、健康寿命を伸ばすことができます。
詳細情報：健康寿命をのばすための10の方法 糖尿病などの疾患を横断的に予防 国立医療研究センター6機関が提言
　　　　　【最新データ】2022年の健康寿命を伸ばす方法｜寝たきりを防ぐために大切なこと | そなサポ.com
　　　　　健康寿命を延ばす「10の方法」生活習慣と食事、運動がカギ - ダイヤモンド・オンライン

Q：老人クラブの問題点は何ですか？
A：�老人クラブとは、高齢者が自主的に結成する地域の団体で、互助や交流、福祉や安全などの活動を行っています。しかし、近年、老人クラブの会員
数や活動力が減少しているという問題が指摘されています。老人クラブの問題点として、以下のようなものが挙げられます。

　　高齢者人口が増加する一方で、老人クラブの会員数はピーク時に比べて約3割減少している。これは、定年延長や趣味の多様化、オートロック
のマンションの増加などにより、高齢者の参加意欲や地域とのつながりが希薄になっているためと考えられます。
　　老人クラブの組織としての基盤が弱い。会則や規約がずさんであったり、役員構成が確立されていなかったり、運営管理が的確でなかったりす
る場合が多いという指摘があります。また、老人福祉法に基づく補助金は僅かであり、財政的な支援も不十分であると言われます。
　　老人クラブが担う高齢者の互助機能や地域の安全活動に影響が出かねない。老人クラブの衰退は、高齢者の孤立や虐待、認知症や介護の問題、
防犯や防災の問題などにつながる恐れがあります。老人クラブは、高齢者の生きがいや健康、社会参加や地域貢献などに重要な役割を果たしている
と考えられるため、その機能の低下は深刻な問題です。
　　以上が、老人クラブの問題点に関する私の回答です。

〜 生成 AI に佐賀市老連事務局長が聞いてみました 〜
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高
校
時
代
の
親
友
を
５
～
６
年
前
に

４
人
見
送
り
し
ま
し
た
。
４
人
と
も
69

歳
・
70
歳
の
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い

う
年
齢
で
し
た
。
歯
科
医
・
公
務
員
・

保
険
業
・
塾
講
師
。
中
で
も
Ｕ
タ
ー
ン

組
の
２
人
は
毎
月
の
よ
う
に
自
宅
へ
上

り
込
ん
で
は
、
近
況
や
ら
昔
話
や
ら
で

楽
し
い
時
を
共
に
し
た
間
柄
で
し
た
。

　

慰
め
合
い
、
元
気
と
勇
気
を

も
ら
い
の
日
常
が
突
然
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

喪
失
感
は
な
か
な
か
の
も
の
で

し
た
。
今
で
も
時
折
、
彼
等
と

共
有
し
た
時
間
を
記
憶
の
引
き

出
し
か
ら
引
っ
張
り
出
し
て

は
、
歳
の
せ
い
か
つ
い
つ
い
感

傷
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
し
た
る
趣
味
も
持
た
な
い
私

は
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
時
を

紡
い
で
い
け
ば
良
い
の
だ
ろ
う

か
？
失
っ
て
み
て
、
初
め
て

彼
ら
の
存
在
が
如
何
に
か
け
が
え
の
な

い
も
の
だ
っ
た
か
が
身
に
染
み
ま
し
た
。

残
り
少
な
い
年
月
を
共
に
語
ら
い
・
泣

き
・
笑
い
過
ご
せ
た
ら
充
実
し
た
終
焉

が
待
っ
て
い
た
の
に
︙
。
そ
ん
な
虚
無

的
な
気
分
を
少
し
和
ら
げ
て
く
れ
た
の

が
、
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
就
任

で
し
た
。

　

町
西
老
人
会
（
日
の
丸
会
）
に
入
会

し
て
か
ら
早
い
も
の
で
８
年
に
な
り
ま

し
た
。
何
故
入
会
し
た
の
か
？
自
治
会

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
前
任

の
会
長
さ
ん
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入

会
を
勧
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
諸
先
輩
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
り
、

相
談
し
た
ほ
う
が
自
治
会
の
運
営
に
役

立
つ
と
。

　

入
会
し
て
４
年
目
に
日
の
丸
会
の
会

計
担
当
に
就
任
し
ま
し

た
。
一
般
会
員
と
違
っ

て
、
先
輩
の
皆
様
と
の

会
話
も
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
い
ま

ま
で
も
挨
拶
程
度
は
さ

せ
て
頂
い
て
い
た
の
で

す
が
、
深
く
お
話
を
さ

せ
て
頂
く
機
会
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
ろ
ん
な
発
見
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
の
昔
の
事
柄
や

考
え
方
な
ど
を
ご
教
授
し
て
下

さ
る
の
で
老
人
会
運
営
に
大
変

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
4
年
の
4
月
に
日
の
丸

会
の
会
長
に
祭
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
私
、お
だ
て
ら
れ
る
と
、

猿
と
一
緒
で
ど
ん
ど
ん
木
を

登
っ
て
い
く
タ
イ
プ
な
の
で
、

“
一
丁
や
っ
て
や
る
か
！
”
と

会
長
職
を
お
受
け
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
構
成
は
65
～
90

歳
。
31
名
で
す
。
私
は
若
い
方

か
ら
８
番
目
で
す
。

　

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
お

蔭
で
会
長
職
を
ど
う
に
か
務
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

年
10
回
の
定
例
会
、
社
会
奉
仕
の
日

の
作
業
、
日
帰
り
旅
行
、
忘
年
会
、
等
々
。

計
画
立
案
は
大
変
で
す
が
、
楽
し
さ
、

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
行
事
が
終
わ
っ

た
後
の
会
員
の
方
々
の
笑
顔
が
見
ら
れ

た
ら
、
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
一
番
の

褒
美
で
す
。

　

会
長
に
な
れ
ば
、
月
１
回
の
校
区
の

定
例
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
、
他

地
区
の
老
人
会
の
会
長
さ
ん
と
の
交
流

も
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
、
突
如
と
し
て
校
区
の

会
長
さ
ん
の
“
悪
魔
の
さ
さ
や
き
”
を

耳
に
し
ま
し
た
。

　
“
校
区
の
副
会
長
に
”
と
甘
言
を
交
え

た
、
そ
れ
は
巧
み
な
話
術
、
否
、
詐
欺

的
な
さ
さ
や
き
が
あ
り
ま

し
て
、
純
粋
無
垢
な
私
は

躊
躇
な
く
す
る
す
る
と
木

を
登
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

校
区
の
副
会
長
職
は
や

る
事
な
す
事
、
は
じ
め
て

の
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、

前
任
の
副
会
長
さ
ん
に
手

取
り
、足
取
り
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
な
が
ら
職
責
を
果

た
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

　

校
区
の
役
員
に
な
る
と
、

役
員
さ
ん
・
理
事
さ
ん
・

事
務
局
の
皆
様
と
の
意
思
疎
通
を
図
ら

な
け
れ
ば
と
身
構
え
て
お
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
や
さ
し
い
こ
と
、
や
さ
し
い
こ

と
。
ひ
と
安
心
で
し
た
。（
皆
様
読
ま
れ

る
の
で
︙
）

　

校
区
役
員
は
地
区
会
長
と
違
っ
て
忙

し
い
で
す
。
老
人
会
以
外
の
い
ろ
ん
な

協
会
の
方
々
と
の
交
流
も
増
え
て
、
そ

の
お
か
げ
で
顔
見
知
り
の
方
が
ど
ん
ど

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

友
人
た
ち
を
亡
く
し
体
の
一
部
に
穴

が
あ
い
た
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
私
の
心

持
ち
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
少
し

穴
が
ふ
さ
が
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
ま
で
育
て
て
頂
い
た
校

区
・
地
区
の
方
々
、
と
り
わ
け
先
輩
方

へ
の
感
謝
と
恩
返
し
の
つ
も
り
で
、
活

動
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

永
久
の
別
れ
と

�

新
た
な
出
会
い

久保田校区老連
副会長
夏秋　保治

久保田
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全
国
的
に
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
す

う
え
で
様
々
な
課
題
、
ま
た
地
域
で
の

担
い
手
不
足
が
問
題
視
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
こ
れ
ら
に
加
え
弧
独
、
ひ
き

こ
も
り
の
増
加
な
ど
そ
れ
に
円
高
に
よ

り
物
価
高
騰
の
影
響
が
生
活
困
窮
者
増

加
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
す
る
な
か

で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
出
会
い
、お
し
ゃ
べ
り
，

気
配
り
な
ど
当
た
り
前
の
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
社
会
環
境
の
急
速
な
変
化
に

伴
い
全
員
が
社
会
全
体
の
多
様
性
を
認

め
合
い
、高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進
、

か
つ
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
に
も
と
づ
き
、「
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」
が
全
国
的
運
動
の
命

題
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
老
人

ク
ラ
ブ
も
地
域

と
一
体
と
な
っ

て
活
動
し
て
い

く
重
要
性
が
そ

こ
ま
で
き
て
い

ま
す
。
秋
田
の

全
国
大
会
で

は
「
集
め
る
老

人
ク
ラ
ブ
で
な

く
集
ま
る
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
な
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
提
言
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
大
会
表
彰
式
に
大
臣
で
は
な

く
補
佐
官
、
次
官
で
も
な
く
課
長
補
佐

が
出
席
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
国

務
で
多
忙
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
政

治
家
と
し
て
も
っ
と
高
齢
化
社
会
に
対

す
る
関
心
・
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。
政
治
家
で
も
誰
で
も
い

ず
れ
は
高
齢
化
社
会
に
踏
み
込
ん
で
い

き
ま
す
。

【
私　

見
】

　

佐
賀
ア
リ
ー
ナ
が
昨
年
完
成
し
今
年

の
国
ス
ポ
に
県
民
も
徐
々
に
盛
り
上
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
駐
車
場

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
辺
の
住
民
や
商
店
な
ど
無
断
駐

車
で
迷
惑
を
こ
う
む
っ
て
い
ま
す
。
市

民
文
化
会
館
行
事
と
重
な
る
と
大
渋
滞

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
佐
賀
市
文

化
会
館
を
県
が
買
い
取
り
２
～
３
千
台

の
立
体
駐
車
場
を
建
設
し
て
は
い
か
が

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
市
文
化
会
館
は

近
隣
郊
外
に
移
転
し
、
市
民
が
い
つ
で

も
集
ま
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
付
加
価
値
を

備
え
た
会
館
を
新
設
す
る
と
い
っ
た
新

た
な
構
想
が
山
口
知
事
や
坂
井
市
長
に

は
浮
か
ば
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
駐

車
場
問
題
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

老
人
会
員
の
減
少
を
増
加
の
方
向
に

し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？

　

65
歳
以
上
の
会
員
に
は
年
金
か
ら
強

制
的
に
納
入
し
て
い
る
介
護
保
険
料
を

割
り
引
く
と
い
う
法
制
化
し
て
い
た
だ

け
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
財
政
予
算

的
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は

老
人
会
に
席
を
置
き
老
人
会
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
寿
命
を

長
く
保
持
で

き
、
認
知
を

遠
ざ
け
て
健

康
で
生
活
で

き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、

介
護
の
お
世

話
に
な
る
こ

と
が
少
な
く

な
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
老
人
会
の
活
動
を
通
し
地

域
が
一
体
化
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
兵
庫
校
区
長
生
会
活
動
】

４
月	

兵
庫
東
部
長
生
会
総
会

	

教
養
講
座

５
月	

春
季
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月	

兵
庫
校
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	

研
修
会

	

さ
な
ぼ
り
旅
行

７
月	

伊
賀
屋
天
満
宮
清
掃
・
大
祭

９
月	

全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
活
動

	

伊
賀
屋
天
満
宮
清
掃
・
大
祭

10
月	

兵
庫
校
区
ペ
タ
ン
ク
大
会

	

史
跡
探
訪
旅
行

	

趣
味
の
作
品
展
出
品

	

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
出
し
物

11
月	

佐
賀
市
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

	

大
会
開
催
「
い
ご
て
だ
ま
」

12
月	

真
心
雑
巾
集
約　

配
布

	

臨
時
本
部
役
員
会

	

伊
賀
屋
天
満
宮
清
掃
・
大
祭

１
月	

「
三
社
参
り
」

	

「
昔
の
生
活
と
遊
び
」
兵
庫
小
学
校

　
　

 　

  

1
年
生
・
3
年
生
対
象

3
月	

米
寿
の
お
祝
い
開
催

	

兵
庫
校
区
理
事
会
・
監
査

	

伊
賀
屋
天
満
宮
清
掃
・
大
祭

※
毎
月
開
催
の
本
部
役
員
会
・
定
例
役
員	

　

会
は
除
く

※
毎
週
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習
会
、
囲　

碁
研
究
会
は
除
く

地
域
社
会
と

�

長
生
会
活
動

兵庫校区老連
会長

御厨　康司

兵　庫
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【
教
養
講
座
】

　

第
９
回
教
養
講
座
が
新
栄
公
民
館

に
て
令
和
５
年
11
月
9
日
に
行
わ
れ
、

45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
部	

佐
賀
市
役
所
生
活
安
全
課

	

出
前
講
座

講
師
：
生
活
安
全
課
交
通
安
全
防
犯
係

　
　
　

田
中
庄
太
さ
ん

　

講
座
で
は
「
特
殊
詐
欺
（
ニ
セ
電
話

詐
欺
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
、
電
話
で

の
特
徴
や
対
策
な
ど
の
話
を
、
具
体
的

な
例
を
挙
げ
て
説
明
さ
れ
、
質
問
も
多

く
出
て
、
有
意
義
で
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

２
部	

国
際
交
流
協
会
よ
り

講
師
：
ス
リ
ラ
ン
カ
の
マ
ヌ
ラ
さ
ん

	

武
雄
市
在
住　

ホ
テ
ル
勤
務

　

今
回
は
「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
情
に
つ

い
て
」
ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
や
産
業
・

観
光
・
日
常
生
活
、
日
本
と
の
関
係
な

ど　

上
手
な
日
本
語
で
話
さ
れ
、
和

や
か
に
交
流
で
き
ま
し
た
。
過
去
を

振
り
返
る
と
、令
和
2
年
「
ベ
ト
ナ
ム
」

の
話
を
女
性
留
学
生
で
、
日
本
語
が

上
手
な
ラ
ン
さ
ん
。
令
和
3
年
ア
フ
リ

カ
「
ペ
ナ
ン
共
和
国
」
の
話
を
、
男

性
留
学
生
の
ジ
ョ
ゼ
さ
ん
。
令
和
4
年

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
」
の
話
を
、
20
代
男
性

の
ア
ウ
ン
さ
ん
に
し
て
も
ら
い
今
回

は
4
年
連
続
で
の
国
際
交
流
と
な
り

ま
し
た
。
外
国
の
話
に
は
、
興
味
が
尽

き
ま
せ
ん
。

【
日
帰
り
旅
行
】

①�

令
和
5
年
6
月
20
日

�　

玉
名
温
泉
「
つ
か
さ
の
湯
」

　

つ
か
さ
の
湯
の
送
迎
バ
ス
で
、
24
名

が
参
加
。
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
、
御
馳
走

で
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
、
和
や
か
に

交
流
し
ま
し
た
。

②�

令
和
5
年
10
月
3
日

�　

ひ
ぜ
ん
祐
徳
温
泉
「
宝
乃
湯
」

　

１
泊
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
心
配
と
い
う
意
見

も
あ
り
、
日
帰
り
旅
行
に
切
り
替
え
、

今
年
2
回
目
の
親
睦
旅
行
と
な
り
、
27

名
が
参
加
、
祐
徳
稲
荷
神
社
参
拝
、
酒

造
で
の
買
い
物
、
宝
乃
湯
で
は
、
前
回

同
様
、
懇
親
会
で
盛
り
上
が
り
、
和
気

あ
い
あ
い
。
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

旅
行
や
懇
親
会
、
長
寿
祝
賀
会
、
ス

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

新
栄
校
区
老
連
の
活
動新栄校区老連

会長
青木　昭生

新　栄

ポ
ー
ツ
の
後
の
反
省
会
な
ど
、
会
食
や

お
酒
が
出
る
会
合
は
、
話
が
は
ず
み
、

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
楽
し
く
交
流
で

き
る
の
で
、
仲
間
と
し
て
結
び
つ
き
が

強
く
な
り
、
活
動
に
良
い
影
響
を
持
た

ら
し
ま
す
。

【
公
民
館
文
化
祭
の
舞
台
に
初
出
演
】

③�

令
和
5
年
11
月
11
日

�　

新
栄
公
民
館
主
催
の
文
化
祭
、
ス

テ
ー
ジ
の
部
に
、
老
連
と
し
て
初
参

加
。
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
披
露

し
た
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
「
銀
座
カ
ン
カ

ン
娘
」
を
15
名
が
笑
顔
で
出
演
、
大
き

な
拍
手
を
も
ら
い
ま
し
た
。
地
域
の
人

た
ち
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
楽
し
く
元
気

で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
印
象
つ
け
、

出
演
者
も
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
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蓮
池
校
区
に
は
、
蓮
池
城
別
名
「
芙

蓉
城
」、
芙
蓉
城
は
「
蓮
」
の
異
称
で
、

蓮
を
美
化
し
た
言
葉
で
す
。
今
で
も
学

校
名
に
「
芙
蓉
」
の
名
を
使
っ
て
あ
り

ま
す
。

　

元
蓮
池
城
は
「
一
国
一
城
令
」
に
よ

り
、
天
守
も
無
く
、「
館
」
と
な
り
東

館
・
西
館
、
そ
の
東
館
の
跡
地
に
、
蓮

池
公
民
館
が
あ
り
ま
す
。
公
民
館
を
要

に
、
各
町
区
は
「
東
・
西
・
南
・
北
」

の
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
、
蓮
池
校
区
老
連
を

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
思
い
も
か
け

な
い
事
か
ら
原
稿
依
頼

が
あ
り
、
何
を
書
い
て

よ
い
も
の
か
と
思
案
し

ま
し
た
。「
現
役
時
代
の

体
験
」「
将
来
に
向
け
て

の
過
ご
し
方
」「
各
ク
ラ

ブ
の
現
状
等
」
を
考
え

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
我
々

の
活
動
は
「
地
域
を
基
盤
」
と
し
た
高

齢
者
の
自
主
的
な
組
織
で
す
。
仲
間
づ

く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
基
本
に
社

会
奉
仕
を
通
し
て
地
域
を
豊
か
に
す
る

活
動
で
す
。

　

高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い
る
現
在
、

「
人
と
人
の
絆
・
心
の
ふ
れ
あ
い
」
活

動
の
も
と
で
、
地
域
づ
く
り
と
し
て
老

人
ク
ラ
ブ
が
期
待
さ
れ
て
い
る
現
状
に

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

は
年
々
減
少
」
し
て
い
ま
す
。
む
ず
か

し
い
事
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

〈
塗
り
絵
で
生
き
生
き
と
〉を
ご
紹
介
！

　

気
分
は
若
い
人
に
変
わ
ら
な
い
つ
も

り
で
、
次
か
ら
次
へ
と
や
り
た
い
事
が

出
て
く
る
の
で
す
が
、
体
力
の
限
界
を

思
い
し
ら
さ
れ
る
こ
と
が
、し
ば
し
ば
。

　

と
に
か
く
心
身
と
も

に
元
気
で
な
け
れ
ば
人

生
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
年
相
応
に
、

衰
え
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
も
、
精
神

的
に
も
端
々
と
し
た
生

き
方
に
し
た
い
、
こ
ん

な
年
代
に
こ
そ
暮
ら
し

に
豊
か
な
色
彩
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
活
動
の
情
報
化蓮池校区老連

副会長
宮地　俊治

蓮　池

ク
ラ
ブ
で
の
事
例
紹
介

◎
簡
単
な
説
明

・�

毎
月
の
例
会
時
、配
布「
老
連
だ
よ
り
」

表
紙
（
手
書
き
で
月
々
風
物
等
を
線

で
描
い
た
画
）
線
描
画
を
色
鉛
筆
で

各
会
員
が
塗
る
。

・�

一
年
分
の
貯
ま
っ
た
塗
り
絵
の
中
か

ら
各
自
２
枚
お
気
に
入
り
塗
り
絵
を

提
出
。

・�

提
出
さ
れ
た
全
会
員
の
塗
り
絵
を
一

堂
に
展
示
。

・�

そ
の
中
か
ら
各
人
お
気
に
入
り
の
作

品
３
点
に
「
も
ら
っ
た
フ
セ
ン
紙
」

を
貼
る
。

・�

フ
セ
ン
紙
の
貼
付
合
計
枚
数
が
多
い

作
品
順
に
表
彰
（
記
念
品
・
特
別
賞

等
）
を
し
、
皆
で
楽
し
む
。

◎
ね
ら
い
は

・�
会
員
の
継
続
、
自
治
会
・
町
区
等
へ

の
配
布
、
会
員
募
集
等
の
掲
載
。

・�

例
会
に
参
加
困
難
な
老
人
ホ
ー
ム
入

所
者
か
ら
の
塗
り
絵
で
参
加
。

次
回
を
期
待
し
て
終
了
し
ま
す
。

か
？
色
彩
を
楽
し
ん
で
い
く
こ
と
で
、

気
分
は
も
ち
ろ
ん
健
康
に
も
い
い
影
響

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ケ
防
止
に
は
楽
し
い
こ
と
を
す
る

の
が
一
番
、
何
が
面
白
い
、「
熱
心
に

続
け
る
こ
と
が
脳
に
刺
激
」
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

クイズを解いて、プレゼントが当たるチャンスです！皆さんもクイクイズを解いて、プレゼントが当たるチャンスです！皆さんもクイ
ズに挑戦してプレゼントをもらいましょう！ズに挑戦してプレゼントをもらいましょう！

老人クラブの三大活動とはなんでしょう？

※ヒントは15ページの中に！

『◯◯・◯◯・◯◯』
（宛  先）
〒 849-0919　佐賀市兵庫北 3 丁目 8 番 36 号
ほほえみ館 3 階　佐賀市老人クラブ連合会
TEL：0952-32-2561 FAX：0952-32-2565
メールアドレス：shirouren@car.ocn.ne.jp 《応募締め切り》令和6年4月末日

正解者の中から抽選で

粗品をプレゼント！名様に20

（応募方法）
住所、クラブ名、氏名、年齢、電話番号を明記の上、
クイズの答えと「老連だより」のご感想・ご意見を
書いて佐賀市老人クラブ連合会まで、ハガキまたは
FAX、メールでご応募ください。

わくわくわくわく
クイズコーナークイズコーナー
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私
共
が
住
む
金
立
町
は
、
佐
賀
市

の
中
央
部
で
北
東
部
に
位
置
す
る
、

風
光
明
媚
な
田
園
都
市
で
あ
り
、
葉

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

子
ど
も
た
ち
と

�

31
年
間「
稲
刈
り
」

西川副校区老連
会長

古賀　一彦

西川副
　

11
月
2
日
（
木
）、
秋
晴
れ
の
「
稲

刈
り
」
日
和
で
あ
る
。

　

平
成
4
年
に
始
ま
り
31
回
目
の
年
で

あ
る
。
良
く
も
続
い
た
こ
と
だ
。
小
学

校
低
学
年
の
「
社
会
」
と
、「
理
科
」

の
二
教
科
が
廃
止
と
な
り
「
生
活
科
」

と
な
っ
た
。
そ
の
副
教
材
と
な
る
よ
う

に
「
稲
の
一
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　

①
田
植
え
→
②

稲
刈
り
（
収
穫
→

藁
で
）
③
〆
縄
つ

く
り
→
も
ち
米
で

④
餅
つ
き
会
（
全

児
童
）
と
体
験
学

習
会
を
実
施
。

　

実
習
の
都
度
、

稲
作
の
発
祥
は
◎

菜
畑
遺
跡
（
唐
津

市
）
で
あ
り
、
そ
の
後
、
住
民
移
動
で

◎
土
生
遺
跡
（
三
日
月
）
そ
し
て
◎

吉
野
ヶ
里
遺
跡
（
神
埼
市
）
等
と
歴
史

学
習
後
、「
さ
あ
、
鎌
（
鋸
鎌
）
を
使
っ

て
稲
刈
り
だ
よ
」
子
ど
も
た
ち
の
中
に

は
初
め
て
が
多
く
、「
怖
い
よ
う
」
と

声
を
出
し
な
が
ら
も
恐
る
恐
る
手
が

動
き
出
し
た
が
、
慣
れ
だ
す
と
「
で
き

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、元
気
で
、

仲
良
く
、楽
し
い
人
生
を
！

金立校区老連
会長
山田　明

金　立

た
」「
切
れ
た
」「
や
っ
た
」
と
歓
声
が
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
起
こ
り
、
大
声
で
響

き
渡
っ
た
。

　

次
は
こ
れ
だ
、
刈
り
取
っ
た
稲
束

を
持
て
る
だ
け
持
っ
て
「
脱
穀
機
」
の

所
へ
運
ぶ
仕
事
だ
よ
（
こ
れ
は
ね
～
、

穀
粒
を
稲
穂
か
ら
取
り
外
す
の
だ
よ
）

　
「
こ
れ
で
稲
刈
り
作
業
は
終
了
だ
よ

～
。
ど
う
だ
っ
た
？
」「
あ
あ
、
面
白

か
っ
た
」「
ま
た
、
や
り
た
か
～
」
と

子
ど
も
た
ち
の
喜
び
の
声
を
聴
き
つ

つ
、
令
和
5
年
度
の
稲
刈
り
も
無
事
に

終
わ
っ
た
。

　

現
代
社
会
の
生
活
圏
内
で
は
、
成
人

で
も
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
中
、

子
ど
も
（
児
童
）
た
ち
に
と
っ
て
は
貴

重
な
経
験
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

隠
れ
発
祥
の
地
、
徐
福
ゆ
か
り
の

地
、
そ
し
て
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、

種
々
の
検
討
を
経
て
、
４
年
後
に
は

展
示
施
設
が
開
設
さ
れ
る
予
定
の
、

８
０
０
０
年
前
の
日
本
最
古
の
東
名

遺
跡
が
あ
る
、
歴
史
の
町
で
加
え
て
、

福
祉
施
設
が
充
実
し
た
人
情
味
豊
か

な
、
災
害
の
少
な
い
、
住
み
や
す
い

町
で
す
。 

　

金
立
長
生
会
は
、
令
和
5
年
度
の
会

員
数
は
、
7
ク
ラ
ブ
２
９
０
名
で
す
。

課
題
は
、
一
時
期
４
０
０
名
を
超
す

会
員
で
あ
っ
た
の
が
、
減
小
傾
向
に

あ
る
こ
と
で
す
。
私
も
８
年
前
か
ら
、

地
域
へ
の
ご
恩
返
し
の
つ
も
り
で
、

会
長
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す

が
、
力
不
足
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
に
あ
っ
て
、
特
に
次

の
３
点
を
確
認
し
な
が
ら
活
動
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
①
長
生
会
（
老
人

会
）
の
組
織
は
、
国
、
県
、
市
に
組

織
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
会
費
と
、
国
、

県
、
市
か
ら
の
補
助
金
や
そ
の
他
、

自
治
会
等
か
ら
の
助
成
金
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
対

象
は
60
歳
以
上
の
方
で
、
年
会
費
は

２
０
０
０
円
で
す
。
②
長
生
会
員
は

原
則
と
し
て
、
一
度
入
会
す
る
と
生

涯
会
員
と
な
り
ま
す
。
ま
た
90
歳
以

上
に
な
る
と
、
高
齢
者
会
員
と
な
り

会
費
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

死
亡
し
た
折
に
は
５
０
０
０
円
の
香

典
が
あ
り
ま
す
。
③
長
生
会
員
の
中

に
は
、
高
齢
で
他
人
の
お
世
話
に
な

る
人
と
、
若
い
高
齢
者
で
、
他
人
の

お
世
話
を
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
で
き
る
だ
け
、
若
い
時
に

入
会
さ
れ
、
高
齢
者
の
お
世
話
を
さ

れ
、
そ
し
て
い
ず
れ
は
「
自
分
が
お

世
話
に
な
る
」
と
い
う
の
が
理
想
的

だ
と
思
い
ま
す
。

　

金
立
長
生
会
の
活
動
は
、
先
輩
方
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

い
う
課
題 

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
長
生
会
の
活
動
も
、
今
後

は
「
延
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
と
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
健
康
に
は
自
愛
し
、『
元
気

で
、
仲
良
く
、
楽
し
い
』
人
生
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、「
自
治
会
」「
民
生
委
員
」「
ま

ち
協
」「
校
区
社
協
」
や
「
お
達
者
本

舗
」
を
は
じ
め
、
福
祉
施
設
や
学
校
・

公
民
館
な
ど
と
連
携
を
密
に
し
て
『
安

心
・
安
全
の
町
づ
く
り
』
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

の
智
慧
に
よ
り
作
ら
れ
た
、
リ
ズ
ム
に

よ
っ
て
、
月
末
の
月
曜
日
に
本
部
役

員
会
、
月
初
め
の
月
曜
日
に
定
例
役

員
会
を
開
催
し
、
市
老
連
の
理
事
会

で
の
、
内
容
の
具
体
化
を
検
討
し
本

部
、
並
び
に
単
位
ク
ラ
ブ
で
の
、
健
康
、

友
愛
、
奉
仕
の
具
体
的
な
、
ス
ポ
ー
ツ
、

学
習
、
旅
行
、
奉
仕
作
業
な
ど
の
計

画
実
施
を
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
団

結
と
協
力
に
感
謝
の
思
い
で
す
。
最

近
の
最
大
の
課
題
は
、
高
齢
化
が
進

み
長
寿
を
喜
ぶ
（
平
均
寿
命
の
延
び
）

反
面
、「
介
護
を
要
せ
ず
、
一
人
で

元
気
で 

暮
せ
る
」
健
康
寿
命
の
延
び

が
思
う
よ
う
に
延
び
て
い
な
い
こ
と

で
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
も
、

以
前
の
「
高
齢
者
の
趣
味
の
集
い
的

な
団
体
」
か
ら
「
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

地
域
で
助
け
合
い
、
住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
！
」
と
い
う
団

体
に
、
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
観
点
に
立
て
ば
利

他
。
と
か
「
人
の
前
に
火
を
と
も
せ

ば
、
我
が
前
あ
き
ら
か
な
る
が
ご
と

し
」（
人
の
た
め
に
尽
く
し
、
喜
ぶ
姿

を
見
る
の
が
生
き
が
い
）
と
い
う
事

に
な
り
、
役
職
を
避
け
る
風
潮
も
消

え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言

わ
れ
ま
す
。
医
学
や
食
生
活
の
な
ど

の
進
展
に
伴
っ
て
長
寿
社
会
に
な
る

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
単

身
世
帯
の
増
加
な
ど
に
伴
っ
て
、
認

知
症
や
引
き
こ
も
り
の
患
者
の
増
加

が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

「
認
知
症
や
引
き
こ
も
り
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
」、
と

い
う
事
と
、「
実
際
に
か
か
っ
た
人
に

対
し
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
」、
と

東
名
遺
跡
発
掘
の
経
緯金立校区老連

庶務会計
藤原　千房

金　立
　

東
名
縄
文
遺
跡
は
地
元
佐
賀
市
民
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
遺
跡
の
重
要
性
は
、
専
門
家

の
誰
も
が
認
め
て
お
り
、
全
国
の
古
代

史
愛
好
家
等
の
方
々
が
来
館
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
遺
跡
の
発
掘
経
過
に
つ

い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
の
場
所
、
金
立
町
東
名
地

区
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
成
富
兵
庫
が

佐
賀
城
内
の
水
害
を
防
ぐ
為
に
、
高
木

瀬
の
北
側
に
堤
防
を
築
い
て
以
来
、
巨

勢
川
、
黒
川
、
市
ノ
江
水
路
と
い
う
3

つ
の
川
が
合
流
す
る
地
域
と
な
り
、
年

貢
や
税
金
が
免
除
さ
れ
る
常
習
的
な
水

害
地
帯
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
過

去
何
度
も
こ
こ
か
ら
水
が
溢
れ
大
水
害

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
国
交
省
は
50
年

に
一
度
の
大
水
害
で
も
防
げ
る
55
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
ド
ー
ム
球
場
8
個
の
広
さ
）

の
土
地
を
5
㍍
か
ら
7
㍍
掘
り
下
げ
る

調
整
池
を
計
画
し
ま
し
た
。
用
地
買
収

も
終
わ
っ
た
１
９
９
０
年
、
土
地
の
調

査
を
す
る
と
、
地
下
２
㍍
の
所
で
集
石

遺
構
と
埋
葬
人
骨
が
発
見
さ
れ
、
遺
跡

の
第
一
次
調
査
が
１
９
９
３
年
よ
り
3

年
半
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
が

終
わ
っ
て
再
度
掘
削
を
始
め
た
と
こ

ろ
、
２
０
０
３
年
に
5
㍍
の
所
で
貝
塚

と
貯
蔵
穴
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
の
で
第

二
次
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
発
掘
物

は
20
万
点
に
及
び
、
国
内
最
古
と
思
わ

れ
る
物
が
続
々
と
出
て
き
ま
し
た
。

　

貝
塚
は
6
カ
所
見
つ
か
り
ま
し
た

が
、
6
カ
所
全
部
調
査
を
し
た
ら
、
調

整
池
が
完
成
し
な
い
為
、
3
年
半
か
け

て
第
一
貝
塚
、
第
二
貝
塚
の
み
を
調
査

し
、
残
り
4
カ
所
は
保
存
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
12
月
27
日
7
時
半
か
ら

9
時
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
「
教

科
書
が
変
わ
る
！？
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を

さ
ぐ
る
旅
」
と
い
う
番
組
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
内
20
分
間
は
東
名
遺
跡
の

紹
介
で
し
た
。
翌
年
２
０
１
６
年
10
月

第
三
か
ら
第
六
貝
塚
が
場
所
と
し
て
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
第
二
貝
塚
か
ら
掘
り
上
げ
た

20
万
点
の
遺
物
は
、
あ
る
中
学
校
の
元

の
校
舎
に
積
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
佐

賀
市
は
発
掘
物
の
内
、
３
０
０
０
点
は

国
の
重
要
文
化
財
ク
ラ
ス
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
展
示
場
は
遺
跡
隣
接

地
で
は
な
く
別
の
場
所
を
検
討
し
て
い

る
と
の
情
報
を
受
け
、
金
立
町
、
高
木

瀬
、
兵
庫
、
古
代
遺
跡
愛
好
家
の
署
名

を
集
め
、
市
長
へ
隣
接
地
で
の
建
設
を

要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
賀
駅
周
辺

で
17
回
の
街
頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
佐
賀
市
も
私
達
の
意
を
汲

ん
で
い
た
だ
き
、
２
０
２
１
年
に
博
物

館
（
仮
称
）
建
設
用
地
を
遺
跡
隣
地
に

確
保
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

博
物
館
完
成
予
定
は
当
初
２
０
２
６

年
で
し
た
が
、
物
価
の
高
騰
等
の
要
因

が
あ
り
２
０
２
８
年
完
成
予
定
で
進
行

し
て
い
ま
す
。
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

「佐賀市 老連だより 」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

　

10
月
12
日
（
木
）
に
佐
賀
市
文
化
会
館

に
お
い
て
令
和
５
年
度
第
18
回
佐
賀
市
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
を
会
員
１
０
０
０
人
が
参

加
し
て
開
催
し
た
。

　

今
年
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
危
惧
は
あ
り
ま
し
た
が
、
高
齢
者

は
7
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
て
お

り
、
粛
々
と
開
催
し
た
。

　

今
年
か
ら
、
佐
賀
市
文
化
会
館
の
駐
車

料
金
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
２
６
４
台
の

駐
車
料
金
を
確
保
し
て
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

式
典
で
は
、
佐
賀
市
長
・
佐
賀
市
議
会

議
長
・
佐
賀
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
・
佐
賀

市
自
治
会
協
議
会
会
長

様
の
来
賓
を
お
迎
え
し

て
、
佐
賀
市
老
連
塚
本

副
会
長
の
開
会
宣
言
、

古
賀
一
彦
佐
賀
市
老
連

会
長
の
挨
拶
や
来
賓
の

祝
辞
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
の
表

彰
式
で
は
、
佐
賀
市
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
育

成
功
労
者
表
彰
と
し
て
、
山
口
進
氏
ほ
か

18
名
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
は
、
本
庄

校
区
老
連
の
上
飯
盛
元
気
会
（
石
井
智
俊

会
長
）、
永
年
勤
続
表
彰
は
、
金
立
校
区

老
連
の
江
島
徳
太
郎
氏
へ
の
表
彰
が
あ

り
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
若
楠
校
区
老
連

の
小
川
春
恵
氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

11
時
か
ら
は
、
恒
例
の
演
芸
大
会
を
開

催
し
、
各
校
区
老
連
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
踊
り

や
歌
を
練
習
の
成
果
と
し
て
発
表
さ
れ
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　
こ
の
た
び
は
「
佐
賀
市
老
連
だ
よ

り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告

の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
発
行

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
年
々
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
が
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

婦
人
会
が
無
く
な
っ
た
よ
う
に
老
人
ク

ラ
ブ
も
消
滅
し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
一
生
懸
命
に

会
員
増
強
の
為
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
々
、
入
会
者
が
増
え
て
来
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
と
か
し
て

会
員
増
強
を
と
思
案
し
て
い
ま
す
が
一

向
に
妙
案
が
浮
か
ん
で
は
来
ま
せ
ん
。

　
昭
和
38
年
に
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ

れ
、
60
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
に
即
し
た
老
人
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
・
県
・
市
も
老

人
福
祉
法
に
は
財
政
支
援
の
記
載
が
あ

り
ま
す
が
、
国
・
県
・
市
の
3
分
の
1

の
補
助
と
な
っ
て
い
ま
す
が
県
が
3
分

の
1
の
負
担
が
さ
れ
て
い
な
く
、
予
算

の
範
囲
内
と
さ
れ
て
い
る
。
結
果
、
国

か
ら
の
補
助
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
元
気
な
高
齢
者
が
安
心

し
て
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
国
・
県
も

サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し
て
頂
き
た
い
と
思

う
次
第
で
す
。

2020
名名
11
団
体
の
功
績
称
え
る

団
体
の
功
績
称
え
る

第
18
回
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

令和 5 年度 佐賀市老人クラブ連合会 会長表彰

（敬称略）

本庄校区老連 上飯盛元気会

優良老人クラブ表彰

神野校区老連 山口　　進
本庄校区老連 山本　昭幸

久保泉校区老連

野中　春代
井上　辰男
富永　政之
富永由紀子

金立校区老連

山田　　明
西　　義弘
小川　明子
福富　正文
村山　雅弘
武富　征子
森　　康正
藤原　千房
野中　　隆

老人クラブ育成功労者表彰

金立校区老連 江島　徳太郎

永年勤続表彰

新栄校区老連 江川　秀子

若楠校区老連
小川　春恵
井上　福雄
芳賀　信夫

【敬称略】【敬称略】

【謝辞】小川　春恵 氏【謝辞】小川　春恵 氏


